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ようとされる方々である。土下座をし

てお送りするように」人々はまるで大

名行列を送るように道端に土下座して

見送ったと伝えられています。

　こうした殉教の出来事を父から聞く

ことはありませんでしたので、とても

驚きました。でも父は米沢を誇りに

思っていたようで、こうした出来事が

背景にあったのかもしれません。

　冒頭の聖句はあまりにも有名なみこ

とばで、捕囚の民に書き送った手紙の

一節で、祖国南ユダ王国が滅亡の危機

に瀕している中で記されたメッセージ

です。エレミヤ自身、彼の語る厳しい

警告のことばゆえに激しい反対を受け

危機の中にありました。エレミヤは涙

の預言者、嘆きの預言者と言われます。

しかし決してうつむいていたわけでは

ありません。危機の中で彼の目は常に

高く、主に向けられていました。その

目には「将来と希望」が見えていまし

た。だからこそ三一章で「永遠の愛」

を語り、「神の傷みの神学」を引き出し、

新しい契約によって新約時代にまで視

野を広げることができたのです。

　危機の時にこそ、神が備えてくださ

る「将来と希望」を見る目を与えられ

たいものです。

目を高く上げて

「わたし自身、あなたがたのために

立てている計画をよく知っている──

主のことば──。それはわざわいでは

なく平安を与える計画であり、あなた

がたに将来と希望を与えるためのもの

だ。」（エレミヤ書二九章11節）

　コロナも終わり、今年こそクリスマ

ス礼拝には安心して集まれる、そんな

期待を持っていました。第8波はどう

なるのでしょう。この3年間、教会も

また伝道団体もコロナによってさまざ

まな制約を課せられ、忍耐の期間を

通ってきました。

　第五回日本伝道会議のテーマは「危

機の時代における宣教協力」でした。

まさかこんな形で危機が訪れるとは

思ってもいませんでした。振り返って

みると日本の教会も過去に多くの危機

体験をしています。

　私の父の故郷は山形県米沢市です。

年上の兄や姉は戦時中に米沢に疎開

し、そこで育ちました。米沢と言えば

上杉家、越後から会津百二十万石に

そして徳川によって米沢藩三十万石に

減転封されます。今も米沢市には城跡

と上杉神社が残っています。数年前に

JEFの総会が山形で開催され、終わっ

てから研修ツアーがありました。川上

直哉先生のガイドで400年前のキリシ

タンたちの殉教の史跡巡りをしました。

　当時、米沢藩以外にも、伊達家の仙

台藩など、東北には多くのキリシタン

が存在していました。しかし家光の時

代になって禁教の幕命は厳しさを増

し、上杉家としてもキリシタン家臣を

かばいきれず処断へと追い詰められて

いきます。1629年、藩主の信望篤い

重臣の甘糟右衛門とその一族43人が処

刑されることになりました。藩から送

られた使者が甘糟家の屋敷に到着し、

処刑が明日行われることを告げると、

甘糟右衛門は彼ら使者たちを丁重に迎

え、その配慮への感謝を伝えます。そ

の夜、甘糟家の屋敷に集まった二人の

息子たち家族、家令たちを前に右衛門

は「神は私たちに殉教の道を与えてく

ださった。これこそ神のあわれみ、恵

みである」と、神のために死ぬことが

できることを喜び、夜を徹して感謝の

祈り会を持ったと言います。翌朝、甘

糟家の人々は藩の役人たちに先導さ

れ、右衛門を先頭に女性たちや子ども

たちも含めて43名が北三原の処刑場に

向かいます。沿道に出た人々に家老が

こう命じます。「ここにおられるのは

罪人ではない。高貴な志のために殉じ

一般財団法人太平洋放送協会

理事長 矢木良雄 

エレミヤに思う
ー神が備えてくださる「将来と希望」ー
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伝団協　総会報告

4
月
11
日
（
月
）、『
第
38
回
伝
道
団
体
連
絡

協
議
会
総
会
』
が
Z
o
o
m
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
会
礼
拝
と
し
て
、
姫
井
雅
夫
会
長
が
み

言
葉
を
取
り
次
が
れ
ま
し
た
。
Ⅰ
テ
サ
ロ
ニ
ケ

5
章
1
節
か
ら
11
節
が
開
か
れ
、
交
わ
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
議
案
は
全
て
満
場
一
致
で
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

引
き
続
き
加
盟
団
体
相
互
間
の
協
力
体
制
づ

く
り
や
、
他
団
体
と
も
今
後
関
係
を
築
き
、
加

盟
団
体
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。

か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、『
伝

道
団
体
連
絡
協
議
会
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』

　
2
0
2
2
年
を
振
り
返
り
、
主
な
活
動
の

ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
月
17
日
（
月
）
に
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
、『
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
伝
団
協　

会
長　

姫
井
雅
夫
牧
師

の
挨
拶
と
お
祈
り
で
始
ま
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
バ
イ
ブ
ル
・
シ
ン
ガ
ー　

八
木
容
子
様
に

賛
美
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
川

健
一
牧
師
（
ハ
ー
ベ
ス
ト
·
タ
イ
ム
·
ミ
ニ
ス

ト
リ
ー
ズ
代
表
）
に
「
2
0
2
2
年
に
教
会
が

直
面
す
る
7
つ
の
課
題
」
と
題
し
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

新
規
加
盟
団
体
の
「
日
本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協

会
」
様
と
「
ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会
」
様
、
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

加
盟
団
体
の
「
ユ
ー
ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
様
、「
太
平
洋
放
送
協
会
」
様
、「
新

生
宣
教
団
」
様
よ
り
、
活
動
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

年
初
に
当
た
り
恵
ま
れ
た
時
を
共
有
で
き
ま

し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

伝団協　団体紹介
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JTJ宣教神学校（超教派）
https://jesustojapan.com　

〒 110-0015　東京都台東区東上野 5-11-9

TEL.03-3842-3412　FAX.03-3842-3415

　jtj@jesustojapan.com

総動員伝道
http://www.gospeljapan.com/sodoin/

〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台 2-1 OCC #614

Mobile: 090-1761-8811　

  sodoindendo_0411@yahoo.co.jp

ＪＴＪ宣教神学校では、
「穏健な福音主義と偏らな
い超教派」「神学なき宣教
は迷走、宣教なき神学は
空虚」「だれでも・いつで
も・どこででも」を教育
理念に掲げ、今年で創立
32年になります。
これまでに1800名余り
の卒業・修了生を日本各地に送り出し、現在も100名
を超える学生が在籍しています。
多くの教団教派から、実力派の講師たち60名以上
が、魅力あふれる講義を展開しています。
学生の受講形態も、教室での受講のほかに、インター
ネット（オンデマンド）、Zoom（ライブ／録画）、ブルー
レイディスクでの受講を、各人のライフスタイルにあ

南米のコスタリカで大きく用いられていた伝道活動
があった。深みの伝道（Evangelism in Depth）。巡回
伝道者本田弘慈氏が米国伝道に行っておられたので、
コスタリカへ脚を伸ばした。その働きを視察し、用い
られている教材を手になさって帰国された。早速「深
みの伝道研究会」が組織され、伝道の方策・手段を研
究した。教材を翻訳し、日本に合った聖書的伝道を目
指して「総動員伝道  研究委員会」が発足した。現在
は「総動員伝道」という名称になっている。
①すべての人に福音を。②すべてのクリスチャンを

「良いあかしびと」に。③すべての教会の成長を。こ
れら3つの目標を掲げて活動が開始された。

四国総動員伝道を皮切りに、神戸、九州、西日本、
沖縄、東北、北海道、関西、近畿、ビリー・グラハム

大会と共に関東一円で実施されてきた。超教派の伝道
のため、関東では首都圏イースターのつどい、全国祈
祷運動、断食祈祷聖会が開催されている。巡回伝道者
本田師とともに、全国各地で「クルセード伝道」を展
開。信仰の決心者には、「大いなる救い」という小冊
子を用いて個人伝道をし、救いの恵みに導いた。さら
に「キリストにある豊かな生活」を用いて、信仰の成
長と教会生活の大切さを指導している。

プロテスタント宣教150周年を記念した年から、
Walk with Jesus を始め、江戸から京都（東海道）を
歩いて、宣教師のスピリットを体験し、トラクトを配
布した。いまも全国各地の「街道」を歩いて宣教活動
の一環として実施している。長野冬季オリンピックが
持たれた時には、Sports Outreach Japanという活動を

し、オリンピック開催
国にもでかけ、観戦の
ために訪れた日本人に
トラクト配布をし、日
系人教会との交わりを
持 っ た。 何 と か し て、
一人でも多くの人を主
の恵みに導きたいと祈
り、活動している。
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伝団協　2022年活動報告

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
こ
の
１
年
（
２
０
２
２
年
活
動
報
告
）

〒 359-0025　埼玉県所沢市上安松 66 
TEL.04-2941-6816　FAX.04-2946-9629 
info@michtam.com 

が
完
成
し
、
団
体
外
の
方
々
も
含
め
、
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
伝
団
協
を
知
っ
て
い

た
だ
く
ツ
ー
ル
と
し
て
お
用
い
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

久
々
に
、
伝
団
協
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、最
新
の
情
報
を
掲
載
し
、

お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
ど
う
ぞ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
10
日
（
月
）、
久
し
ぶ
り
に
一
堂
に
会

し
て
『
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
･
セ
ン

タ
ー
8
F
チ
ャ
ペ
ル
を
会
場
と
し
、「
小
坂
忠

さ
ん
に
感
謝
し
て
」
と
題
し
、
在
り
し
日
の
映

像
を
拝
見
し
つ
つ
恵
ま
れ
た
賛
美
の
時
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
奥
様
の
ミ
ク

タ
ム
レ
コ
ー
ド
代
表
取
締
役
・
小
坂
叡
華
様
に

ご
列
席
い
た
だ
き
、
忠
先
生
と
の
歩
み
を
お
証

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会
の
大
田
裕
作
総
主
事
よ

り
「
基
調
講
演
」
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
し

い
伝
道
の
あ
り
方
を
中
心
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会
」
様
、「
日

本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
」
様
よ
り
、
ロ
ー
プ
レ

に
よ
る
伝
道
活
動
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

久
し
ぶ
り
の
対
面
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

恵
ま
れ
た
一
時
と
な
り
ま
し
た
！

新
生
宣
教
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
伝
団
協
の
紹
介
」
を
ア
ッ

プ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

機
関
誌
『
協
力
』
も
、
こ
の
12
月
号
を
も
ち

ま
し
て
第
98
号
と
な
り
ま
し
た
。
発
行
に
際
し

ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
い
つ
も
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
良
き
機
関

誌
と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

駆
け
足
で
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
こ
の
1

年
を
振
り
返
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
も
大
変
な
状
況
の
中
、
共
に
宣
教
の
働

き
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
主
に
あ
っ
て
感
謝
い

た
し
ま
す
！　

ど
う
ぞ
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
！　

そ
し
て
良

い
お
年
を
！

今
年
は
引
き
続
き
の
コ
ロ
ナ
禍
で
幕
開
け
と
な
り
、
2
月
に
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

が
勃
発
い
た
し
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
国
内
外
と
も
に
多
難
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
私
ど
も
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
（
伝
団
協
）
は
「
福
音
を
伝

え
る
使
命
を
共
に
！
」
の
旗
印
の
も
と
、
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
の
相
互
理
解
･
協
力
に
よ

り
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
救
い
を
伝
え
る
働
き
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
使
命
を

共
有
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

わせて自由に組み合わせることができます。
来春からは姉妹校として、クリスチャンメンターを
養成する「クリスチャンライフ学院」が開校いたしま
す。クリスチャンライフ学院では、「家族」「教会」「心
理カウンセリング」「マーケットプレイス」「霊性の神
学」の５つの分野を柱とした教育を提供していきます。

JTJにて

 JTJ 30周年記念礼拝
（JTJ YouTubeチャンネルで視聴可）

北国街道を歩いて宣教活動
東京オリンピック  トラクト配布

（東京　原宿にて ）
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伝団協　加盟団体の近況・祈りの課題

発行日：2022年12月21日
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『協力』98号

協
力
し
て
く
だ
さ
る
教
会
が
与
え
ら
れ
、

必
要
が
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
ラ
ジ
オ
「
世
の
光
」・
テ
レ
ビ
「
ラ
イ
フ
・

ラ
イ
ン
」他
を
と
お
し
て
、多
く
の
方
々
に

キ
リ
ス
ト
の
愛
と
希
望
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
番
組
制
作
の
上
に
、
主
か
ら
の
知
恵
と

助
け
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

●「
聖
書
チ
ャ
ン
ネ
ルB

R
ID

G
E

」

（h
ttp

s://w
w

w
.seish

o
b
rid

g
e.co

m

）

が
多
く
の
方
に
知
ら
れ
、
用
い
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。

ハ
ー
ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
ズ中

川
健
一 

　

お
祈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。（
1
）『
中

川
牧
師
の
一
日
一
章
』第
3
巻（
文
学
書
）

が
12
月
に
発
売
さ
れ
ま
す
。第
1
巻（
モ
ー

セ
の
律
法
）、第
2
巻
（
歴
史
書
）
同
様
、

大
い
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
お
祈
り
く
だ

さ
い
。『
中
川
牧
師
の
一
日
一
章
』
は
、

聖
書
通
読
と
日
々
の
デ
ボ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、
全
5
巻
発

売
予
定
で
す
。（
2
）
毎
週
1
回
、
ル
カ

の
福
音
書
の
講
解
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ネ
ッ
ト

上
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
1

回
、「
神
の
国
と
悪
魔
の
国
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
テ
ー
マ
説
教
を
ネ
ッ
ト
上
で

配
信
し
て
い
ま
す
。（
3
）
毎
週
火
曜
日

に
、「
3
分
で
わ
か
る
！
聖
書
」
と
い
う

動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
求
道
者
や
初

心
者
を
対
象
に
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ

て
い
ま
す
。

ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会

　

お
祈
り
と
お
支
え
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。
9
月
末
に
45
周
年
記
念
リ
ト
リ
ー
ト

を
開
催
し
、歴
代
の
総
主
事
ご
夫
妻
、現
・
元

理
事
、現
・
元
宣
教
師
の
先
生
方
と
再
会
し
、

主
の
御
名
を
共
に
崇
め
る
こ
と
が
で
き
感

謝
で
し
た
。

１
．
大
田
総
主
事
の
健
康
の
た
め
に
。
８
月

の
手
術
以
降
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
お
ら
れ

ま
す
が
、首
の
痛
み
、痺
れ
、強
張
り
な
ど
が

な
か
な
か
取
れ
ま
せ
ん
。
癒
し
と
回
復
の

た
め
に
。

２
．
赴
任
準
備
中
、
ビ
ザ
待
ち
の
宣
教
師
た

職
業
人
に
よ
り
組
織
さ
れ
、
相
互
の
交
流

と
神
へ
の
奉
仕
の
た
め
に
働
く
団
体
で

す
。
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
派
の
教
会
の
ご

支
援
に
よ
り
、1
8
9
9
年
の
創
立
以
来
、

全
世
界
で
20
億
冊
を
超
え
る
聖
書
を
、
ホ

テ
ル
・
病
院
・
刑
務
所
な
ど
に
配
布
し
、
ま

た
自
衛
官
・
警
察
官
・
学
生
・
生
徒
・
医
療
に

携
わ
る
方
々
に
、贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。

　

教
会
の
ご
葬
儀
の
際
、
伝
道
の
た
め
に

ギ
デ
オ
ン
の
聖
書
を
用
い
て
い
た
だ
く
方

法
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

牧
師
先
生
や
教
会
員
の
方
や
ご
遺
族
か
ら

お
証
や
お
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
み
言
葉
の
持
つ
救
い
の
力

に
よ
っ
て
、人
々
の
魂
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
と
の
出
会
い
に
導
か
れ
、
そ
の
方
が
教

会
へ
と
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
望

ん
で
い
ま
す
。

　

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.gideo

ns-jp.o
rg

も
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
働
き
の
た
め
に
祈
り
、
お
支
え
い

た
だ
き
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

総
動
員
伝
道

　

2
0
2
3
年
も
祈
り
、
宣
教
、
教
会
、
献

身
を
目
標
に
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

第
25
回
断
食
祈
祷
聖
会　

2
0
2
3
年
1
月
9
～
10
日　

Z
O
O
M

テ
ー
マ
：「
御
霊
に
よ
っ
て
歩
も
う
」
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
献
身
者
、
教
会
、
信
徒
養
成
を
課

題
と
し
て
あ
げ
、
祈
祷
課
題
を
提
示
し
て

い
た
だ
く
。

主
会
場
：
蓮
根
バ
プ
テ
ス
ト
教
会

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
：
赤
坂
教
会

講
師
：
近
藤
高
史
氏
、稲
福
祐
一
郎
氏
、

古
波
津
保
秀
氏
、平
野
耕
一
氏

ズ
ー
ム
で
行
い
ま
す
。

ID:8
5
7
2
5
5
6
6
5
8
5

　

パ
ス
コ
ー
ド
：danjiki

P
B
A
太
平
洋
放
送
協
会

●
全
国
各
地
で
放
送
伝
道
の
働
き
を
進
め

て
お
ら
れ
る
教
会
（
協
力
会
）
の
上
に
、
主

の
励
ま
し
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
新
た
に

短
期
学
校
は
世
界
中
で
行
わ
れ
、
多
く
の

信
仰
者
の
成
長
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
、横
浜
、高
槻
の
全
て
が
日
本
語
と
英

語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

主
の
時
、
大
き
な
収
穫
の
時
が
日
本
に

来
て
い
ま
す
。
収
穫
の
た
め
の
働
き
人
が

送
ら
れ
、育
て
ら
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

ま
た
日
本
Y
W
A
M
の
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ

と
り
が
、
真
の
謙
遜
さ
と
聖
さ
を
も
っ
て
、

主
と
主
が
愛
さ
れ
る
日
本
の
人
々
の
た
め

に
仕
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
に
。
そ

し
て
日
本
中
に
あ
る
地
方
教
会
と
共
に
手

を
繋
ぎ
、
用
い
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
す
よ
う
に
。

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ

●
世
界
各
地
で
飢
餓
、
貧
困
に
苦
し
む

人
々
へ
の
支
援
が
進
み
ま
す
よ
う
に
。
平

和
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
の
活
動
支
援
）
が
用

い
ら
れ
、必
要
が
満
た
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
目
標
：
8
0
0
万
円
）

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
終
わ
り
ま
す

よ
う
に
。
新
た
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
派
遣
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
守
り
と
導
き
の
た
め
に
。

オ
デ
ッ
サ
の
船
越
宣
教
師
の
教
会
が
行
う

H
O
P
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
地
域
へ
の
物

資
支
援
、宣
教
、教
会
学
校
、冬
対
策
な
ど
）

の
た
め
に
。
日
本
に
来
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
の
日
本
で
の
生
活
の
た
め
に
。

●
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。（
東
京
、愛
知
、大
阪
、沖
縄
の
各
事
務
所
）

日
本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会 

―
人
々
を
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
救
い
に

導
く
た
め
に
―

　

国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
と
は
、
世
界

2
0
0
以
上
の
国
や
地
域
に
お
い
て
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
お
よ
び
専
門

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

（
1
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
伝
道
番
組

「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、
世
界
の
人
々
に
聴

か
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ン

ラ
イ
ン
録
音
で
も
、
高
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の

ド
ラ
マ
を
制
作
で
き
る
よ
う
に
。

（
２
）５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
：
①「
こ
の

指
ド
ラ
マ
館
」（
現
代
ド
ラ
マ
）
②
＊
新
約

聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に
出
会
っ
た
人
々
」

③
旧
約
聖
書
ド
ラ
マ「
神
を
見
た
人
々
」
④

＊
日
本
語
版
「
解
き
放
た
れ
た
人
生
！
」

⑤
聖
書
・
名
作
朗
読　

＊B
iblica Yo

u 

V
ersio

n LB

新
旧
約
。（
＊
は
制
作
完
了
）

（
３
）
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
8
名
（
出
演 

男
性
3
名
、女
性
3
名
、計
6
名
、編
集 

女

性
1
人
、運
営
委
員　

男
性
牧
師
1
人
）感

謝
。
更
に
参
加
者
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

（
４
）
伝
団
協
会
員
団
体
と
、
宣
教
協
力
が

で
き
る
よ
う
に
。
T
W
R
、B
B
N
へ
の
番

組
提
供
、
P
B
A
のB

R
ID

G
E

に
提
供
準

備
中
感
謝
。U

R
L:https://ko

no
yubi-

dram
a.jim

do
free.co

m
/

日
本
Y
W
A
M

　

2
0
2
2
年
が
始
ま
っ
た
時
、
日
本

Y
W
A
M
の
活
動
拠
点
は
11
箇
所（
ニ

セ
コ
、
仙
台
、
長
野
、
東
久
留
米
、
台
東
、
横

浜
、
高
槻
、
神
戸
、
大
分
、
鹿
児
島
、
沖
縄
）

で
し
た
が
、
12
月
時
点
で
愛
知
が
増
え
、

2
0
2
3
年
に
は
福
岡
、広
島
、函
館
で
の

開
拓
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。
祈
り
続
け

て
き
た
短
期
滞
在
ビ
ザ
も
開
か
れ
、
宣
教

チ
ー
ム
の
入
国
も
始
ま
り
ま
し
た
。
各
活

動
拠
点
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、

主
の
導
か
れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
福
音

を
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
D
T
S（
弟
子

訓
練
学
校
）が
、
従
来
か
ら
あ
る
沖
縄
に
加

え
、2
0
2
3
年
に
は
横
浜
、高
槻
の
合
計

３
箇
所
で
開
校
し
ま
す
。
約
5
ヶ
月
間
の

ち
に
主
が
道
を
開
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

３
．
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
教
育
宣
教
師
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
．
宣
教
師
た
ち
が
ど
こ
に
い
て
も
、
主
の

守
り
と
お
支
え
と
祝
福
の
う
ち
に
、
撒
い

た
福
音
の
種
を
刈
り
取
れ
ま
す
よ
う
に
。

５
．
45
周
年
記
念
事
業
が
祝
さ
れ
、そ
れ
ぞ

れ
の
働
き
が
導
か
れ
ま
す
よ
う
に
。

　

以
上
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

　

宣
教
の
拠
点
「
祈
り
の
家
」
と
し
て
、

3
6
5
日
礼
拝
と
祈
り
会
を
継
続
し
、

T
P
C
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
学
び
の

会
を
適
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
団
体
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
貸
室
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。　

 

　

お
も
な
祈
り
の
課
題
は
、

① 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
聖
霊
様
に
満
た
さ

れ
て
元
気
に
な
り
、
日
本
と
世
界
に
リ
バ

イ
バ
ル
が
起
こ
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

② 

若
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｃ
を
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
に
。

③ 

３
年
に
亘
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
影

響
や
経
済
的
低
迷
か
ら
早
く
回
復
で
き
ま

す
よ
う
に
。
参
加
者
・
献
金
が
増
し
加
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

④ 

Ｔ
Ｐ
Ｃ
の
働
き
が
益
々
豊
か
に
用
い

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

日
本
C
G
N
T
V

１
．
次
世
代
へ
の
信
仰
継
承
の
た
め
に

　

制
作
し
て
い
る
次
世
代
向
け
番
組
と
、

Yo
uTube

コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
、
次
世

代
の
伝
道
が
進
み
、
働
き
人
が
起
こ
さ
れ

る
よ
う
に
。

２
．
無
牧
教
会
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

　

C
G
N
T
V
の
24
時
間
放
送
が
、
無
牧

教
会
や
福
音
の
霊
的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

場
所
で「
福
音
の
通
路
」と
し
て
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
。

３
．
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に

　

東
京
と
大
阪
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
19
名

（
韓
国
人
11
名
、
日
本
人
8
名
）
が
賜
物
に

油
注
が
れ
て
、
喜
ん
で
主
と
日
本
の
教
会

に
仕
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

　

第
53
回 

日
本
伝
道
の
幻
を
語
る
会
が

2
0
2
2
年
８
月
21
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
下
の「
日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会
」公
式 

YouTube

に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

https://yo
utu.be/blc_a8

aU
9

C
I

内
容
：
敬
称
略

【
開
会
礼
拝
】森
稔
会
長（
15
分
）・
講
演
：
大

嶋
重
徳（
45
分
）・
♬
サ
ー
ド･

プ
レ
イ
ス･

ワ
ー
シ
ッ
プ（
10
分
）

【
宣
教
大
会
1
】大
嶋
重
徳（
40
分
）・
講
演
：

近
藤
勝
彦（
45
分
）・
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
：
吉

本
真
理（
10
分
）

【
宣
教
大
会
2
】
近
藤
勝
彦（
30
分
）・
出
発

礼
拝
：
横
山
義
孝（
15
分
）

ミ
ク
タ
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

　

コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
0
年
に
は
新
し
く

賛
美
映
像
エ
ム
・
ワ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（M

 W
o
rship P

ro
ject

）
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
は
４
月
29
日
に
天
に
凱

旋
し
た
創
設
者 

故
小
坂
忠
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

バ
ト
ン
を
受
け
取
る
者
が
日
本
中
に
起
こ

さ
れ
て
い
く
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。

近況&
祈りの
課題

vol.98
2022年12月

新年交歓会
開催のご案内
2023

1/16（月）

2023年1月7日（土）

14:00~16:00
OCCビル北館4階にて

加盟団体

活動紹介
展示あり

賛美・各団体活動紹介
ゲーム・歓談のひととき

◎ 参加団体申込み受付締切

◎ お申し込み・お問い合わせ

岸本茂雄 宛
skishimoto.mat548@gmail.com
CC伝団協：dendankyo@gmail.com

ブース出展お申し込みの団体様は、
締切までに別途お申し出ください。


